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歳入内訳

平成28年度　当初予算

性質別歳出 目的別歳出

人件費
7億2,272万1千円（18.9％）

公債費
3億4,226万8千円

（9.0％）

扶助費
3億3,118万1千円

（8.7％）

普通建設事業費
7億1,460万円（18.7％）

災害復旧事業費
470万円（0.1％）

物件費
6億9,952万9千円

（18.3％）

繰出金
3億2,099万7千円

（8.4％）

補助費等
5億4,630万4千円

（14.3％）

積立金
1億866万2千円（2.8％）

維持補修費
1,221万2千円（0.3％）

投資及び出資金
109万6千円（0.0％）
貸付金
300万円（0.1％）
予備費
1,000万円（0.3％）

義務的経費

投資的経費

その他の経費

13億9,617万円
　　   （36.6％）　

7億1,930万円
　　（18.8％）

17億180万円
　　（44.6％）

38億1,727万円
歳　出

議会費
6,367万円（1.7％）

総務費
6億2,235万9千円
　　（16.3％）

民生費
7億8,418万3千円
（20.6％）

衛生費
4億2,625万円
（11.2％）

農林水産業費
2億176万3千円
（5.3％）

商工費
5,592万円（1.5％）

土木費
1億2,191万円
（3.2％）

消防費
7億1,016万4千円
（18.6％）

教育費
4億3,292万7千円
（11.4％）

災害復旧費
4,282万1千円
（1.1％）

公債費
3億4,226万8千円（9.0％）

労働費　
3万5千円
（0.0％）

38億1,727万円
歳　出

予備費
1,000万円（0.3％）

村税
10億5,996万5千円（27.8％）

繰入金
2億3,248万7千円（6.1％）

繰越金
5,000万円（1.3％）

使用料・手数料
3,935万1千円（1.0％）

その他
5,004万円（1.3％）

自主財源
14億3,184万3千円
（37.5％）

県支出金
2億3,292万6千円（6.1％）

地方交付税
9億3,000万円（24.4％）

村債
7億7,130万円（20.2％）

国庫支出金
2億8,572万7千円（7.5％）

その他
1億6,547万4千円（4.3％）

依存財源
23億8,542万7千円
（62.5％）

38億1,727万円
歳　入

　一般会計予算の総額は38億1,727万円で前年度と比べて34億1,021万円（47.2％）減少しました。減少し
た主な要因は除染対策費29億5,445万円によるものです。
　特別会計予算の総額は16億4,353万円で前年度と比べて881万円（△0.5％）減少しました。主な要因は農
業集落排水事業費の減少によるものです。
　また、復旧・復興事業を加速化させるとともに国・県の動向、国の税制改正等の情報収集を積極的に行い、十
分な精査を図りながら財源の確保及び限られた財源の重点的、効果的な活用に向け着実な執行を踏まえた事業構
築や財政健全化の努力を維持・強化していくとともに、より一層長期的な視点に立った健全な財政運営を行うよ
う取り組んでいきます。
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１人当たり・１世帯当たりの村税の負担と使われたお金
１人当たりの
　　村税の負担額　158,582円
　　使われたお金　571,106円

１世帯当たりの
　　村税の負担額　　469,011円
　　使われたお金　1,689,058円

※平成28年３月１日現在の住民
　基本台帳人口・世帯数で算出
　　　人　口：6,684人
　　　世　帯：2,260世帯

１人当たりに使われたお金の内訳　※歳出決算額を行政の目的別に分類し､１人当たりの額を算出したものです｡

総務費
93,112円

民生費
117,322円

公債費
51,207円

教育費
64,771円

農林水産業費
30,186円

衛生費
63,772円

土木費
18,688円

消防費
106,248円

商工費
8,366円

議会費
9,526円

労働費
5円

災害復旧費
6,406円

特別会計
特別会計は、特定の収入で特定
の事業を実施するための会計で
す。一般会計と区別することで、
それぞれの事業の収支や運営実
績を明確にすることができます。
村には、国民健康保険や農業集
落排水処理事業など５の特別会
計があります。

区　　分 Ｈ28当初予算額 Ｈ27当初予算額 増 減 率

 国民健康保険 8億7,919万3千円  8億9,217万5千円 △1.5％

 後期高齢者医療 4,796万5千円 4,759万4千円 0.8％

 介護保険 5億2,108万6千円 5億1,020万3千円 2.1％

 介護老人保健施設  38万3千円 38万3千円 ー

 農業集落排水処理 1億9,490万5千円 2億198万6千円 △3.5%

合　　計 16億4,353万2千円 16億5,234万1千円 △0.5％

企業会計
企業会計は、地方公共団体が社
会公共の利益を目的に経営する
地方公営企業の会計です。主に
利用者が支払う料金収入で事業
を行っています。

水道事業：資本的収入額が資本
的支出額に対し不足する額1億
899万円は当年度分損益勘定留
保資金5,091万2千円及び過年
度分損益勘定留保資金5,807
万8千円で補てんします。

住宅用地造成事業：資本的収入
額が資本的支出額に対し不足す
る額605万2千円は当年度分
損益勘定留保資金605万2千
円で補てんします。

工業用地造成事業：資本的収入
額が資本的支出額に対し不足す
る額1億775万4千円は当年度
分損益勘定留保資金1億775万
4千円で補てんします。

区　　分 Ｈ28当初予算額 Ｈ27当初予算額 増 減 率

 収益的収入 2億5,420万円 2億5,140万円 1.1％

 収益的支出 2億2,392万1千円 2億2,501万4千円 △0.5％

 資本的収入 2,464万2千円 5千円 492,740％

 資本的支出 1億3,363万2千円 1億1,705万7千円 14.2％

水道事業

区　　分 Ｈ28当初予算額 Ｈ27当初予算額 増 減 率

 収益的収入 2億6,674万2千円 3億8,407万4千円 △30.5％

 収益的支出 1億3,782万2千円 1億7,723万1千円 △22.2％

 資本的収入 0円 0円 ー

 資本的支出 1億775万4千円 0円 皆　増

区　　分 Ｈ28当初予算額 Ｈ27当初予算額 増 減 率

 収益的収入 1億9,396万3千円 2億1,878万1千円 △11.3％

 収益的支出 1億1,378万円 1億4,341万1千円 △20.7％

 資本的収入 0円 0円 ー

 資本的支出 605万2千円 4,105万6千円 △85.3％

住宅用地造成事業

工業用地造成事業
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貯金
（積立金）

村の貯金は10億5,142万円となる予定です。

　村の貯金に当たる「基金」は、災害発生時等の緊急時の対応や教育・文化の振興、福祉の向上などのために積
み立てて活用しています。
　平成27年度末の見込み額は10億7,011万円で平成26年度末より7,166万円増加する見込みですが、平成
28年度は東日本大震災関連工事などのため、1,859万円を取り崩す予定です。このため平成28年度末基金残
高は10億5,142万円となる予定です。
　村民１人当たりに換算するとおおよそ15万7千円となります。

　学校や道路などを建設するには多額の費用が必要なことから借入金を活用しています。これらの施設は長年に
わたり使用するもので、次の世代を含め、使う人みんなで公平に負担してもらうという考えから借り入れをして
います。
　平成27年度末の起債残高は62億5,044万円となる見込みで前年度より増加したが、平成28年度末の起債残
高は緊急防災・減災事業債（防災拠点施設建設事業）などの借り入れにより3億89万円増加し65億5,133万円
となる予定です。
　村民１人当たりに換算するとおおよそ98万円となります。

　借入金
（村債・
　企業債）

村の借入金は65億5,133万円となる予定です。
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財政調整基金 減債基金 その他特定目的基金
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（億円）

6億3,493万円

4億5,363万円 4億9,669万円

8億4,916万円 8億7,346万円
8億29万円

9億9,835万円
10億7,011万円

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
（見込額） （予定額）

平成28年度

10億5,142万円
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5億3,518万円

一般会計 病院事業会計 水道事業会計 農業集落排水処理事業特別会計
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平成28年度

61億8,718万円

93億5,635万円
87億9,986万円

80億8,326万円

71億9,437万円 66億1,286万円 58億9,353万円 62億5,044万円
65億5,133万円

75億3,338万円
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平成28年度の主な事業（一般会計）

除染対策事業 各種予防接種
高齢者肺炎球菌予防接種
水痘予防接種
各種健康診査
線量計等緊急整備事業
妊婦一般健診
第2次救急医療機関支援負担金
ホールボディカウンタ運営負担金

賃貸住宅建設事業
矢吹泉崎バスストップ
再生可能エネルギー導入等による防災拠点支援事業
防犯灯ＬＥＤ電灯交換事業
公衆無線ＬＡＮアクセスポイント整備事業

3,812万円 1,546万円
200万円
145万円
945万円
247万円
584万円
390万円
68万円

1,440万円
1,338万円
324万円
771万円
399万円

　災害復旧費　4,282万円

　総務費　6億2,236万円

児童措置費
乳幼児・子ども医療費助成
第3子以降出産祝品贈呈事業
障がい者自立支援事業
重度心身障害者支援事業
緊急通報体制等整備事業
紙おむつ給付事業
高齢者温泉入浴及び理容サービス事業
食の自立支援事業
障害児通所支援事業
地域生活支援事業費
ひとり親家庭医療費助成事業

1億2,775万円
3,328万円
170万円

1億3,121万円
1,343万円
310万円
202万円
298万円
180万円
787万円
612万円
201万円

　民生費　7億8,418万円

さつき公園整備長寿命化整備事業(トレセン)
送迎バスシート修繕（幼稚園）
幼稚園給食費無料化事業
プールフェンス改修工事（一小）
転落防止ネット設置工事（二小）
プール修繕補修工事（二小）

4,000万円
125万円
696万円
81万円
55万円
97万円

　教育費　4億3,293万円

　衛生費

踏瀬・中新城線道路改良工事
上町・吉子川線道路舗装工事
道路区画線表示工事（一小学区）
道路区画線表示工事（二小学区）
愛宕町・福田線道路舗装補修工事

1,260万円
800万円
860万円
490万円
400万円

　土木費　1億2,191万円

多面的機能支払事業
農業水利施設等保全再生事業
ふくしま森林再生事業
生菌剤飼料添加事業

3,517万円
4,500万円
1,857万円
243万円

　農林水産業費　2億176万円

防災拠点施設整備事業
防災行政無線デジタル化整備事業

1億9,626万円
3億9,980万円

　消防費　7億1,016万円

カントリーヴィレッジ･ターミナル指定管理委託
パークゴルフ場管理運営委託

1,650万円
800万円

　商工費　5,592万円

脳ドック
人間ドック

193万円
125万円

　衛生費　4億2,625万円

～～～ ゴルフ反省会・子供会など・お仲間・ご家族でB・B・Qはいかがでしょうか？ ～～～
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第二会議室議会事務局

議　　場

中　　庭

正面玄関 住　民　G 福　祉　G

企画財政G

税　務　G

建設水道G
除染対策係

会　計　室

新庁舎

総　務　G

村民ホール

農業委員会

産　業　G

※Ｇはグループの略称です。

来庁者

公用車

職　員

職　員

公用車

議　員

駐車場のご案内

村　長　室

第一会議室

教育委員会
学校教育G

新庁舎の住所
　〒969-0101　福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字八丸１４５番地
電話番号とファクス番号
　庁舎移転後、役場代表番号（53-2111）、各課等の直通電話番号に変更はありません。
　ファクス番号は、変更になる部署が一部ありますので、事前に確認の上、ご利用をお願いします。
移転先での業務開始日
　平成２８年４月４日（月）午前８時３０分から移転先庁舎で業務を開始します。庁舎移転後は、部署をお確
かめになって来庁するようにお願いします。
　なお、旧役場庁舎は４月１日（金）午後６時をもって業務を終了します。
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平成２８年度行政組織機構図
平成２８年４月１日付けの人事異動により、新たな役場の職員体制をお知らせいたします。

◎泉崎村役場
　福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字八丸145番地
　℡0248-53-2111(代表)　FAX0248-53-2958

◎泉崎村保健福祉総合センター (福祉グループ･保健指導)
　福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字山ヶ入１０１
　℡0248-54-1335　FAX0248-54-1353

◎泉崎村教育委員会(役場内)
　福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字八丸145番地
　℡0248-54-1533　FAX0248-53-1414

◎泉崎村資料館・図書館
　福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字舘24-9
　℡0248-53-4777　FAX0248-53-4778

(派遣)白河地方広域市町村圏整備組合
　　　　　　　　　　主任主査　武田　俊弘
　　　福島県後期高齢者医療広域連合
　　　　　　　　　　主　　査　大森　　満

総務グループ

税務グループ

福祉グループ

企画財政グループ

専門主任主査 中目　正紀　主　　査 深谷　洋子
主任主査 蓮沼　純子

主任主査 小林　直義　主任主査 佐川　裕貴
主任主査 松山　富継　主　　事 熊田　有真

主　　幹 遠藤貴美雄　主任主査 根本　武明
主　　査 半澤　秀典　主　　査 野木久美子

主任主査 菊地　貴男　主　　査 穂積　英樹
主　　査 加藤　洋子　主　　査 嶋村美恵子
専門保健師 金沢由美子　主任保健師 海上　　岬

総　務　課

会　計　室

議　　　　会

選挙管理委員会

農業委員会

監査委員会

地域開発事務局

教 育 委 員 会

村　　　長 副　村　長

総　務　課 総　務　G 53-2111

総　務　課 企画財政G 53-2409

総　務　課 税　務　G 53-2113

住民福祉課 福　祉　G 54-1333

住民福祉課 住　民　G 53-2112

事　業　課 建設水道G 53-2114

事　業　課 産　業　G 53-2430

事　業　課 除染対策係 53-2236

  農業委員会事務局 53-2430

  会　計　室 53-2731

  議会事務局 53-2499

久保木　正大

教　　育　　長
穂積　貞子

学校教育グループ
(兼)G長 星　　雅之
主任主査 木野内　巌
主　　査 瀬戸　隆行
主　　査 北村　幸子

岡部　文雄

住民福祉課
参事兼課長 松川　和孝

事　業　課
参事兼課長 高原　正俊

教　　育　　課
参事兼課長 星　雅之

参事兼課長 北澤　　茂  (兼)G長 北澤　　茂

  G　長 緑川　利昭

  G　長 小林　福夫

  G　長 三村　　弘

住民グループ 主　　幹 北澤　喜典　主任主査 穂積美奈子
主　　査 嶋村　一志　主　　査 鈴木　文恵
主　　査 渡辺　由衣 (兼)G長 松川　和孝

産業グループ 主任主査 小玉　猶敏　主　　査 西槙　健一
主任主査 渡辺　慎一　主　　査 大河原　郷
主　　事 水野　拓徳  G　長 田崎　　洋

会　　計　　室 主任主査 石井美智子

 (兼)室長 小林　福夫

事　　務　　局
 局　長 田崎　寿之

事　　務　　局 (兼)書記次長 緑川　利昭
(兼)書記 中目　正紀　(兼)書記 深谷　洋子
(兼)書記 熊田　有真 (兼)書記長 北澤　　茂

事　　務　　局 主　　査 大野　奈美

  (兼)事務局長 田崎　　洋

事　　務　　局
 (兼)局長 田崎　寿之

事　　務　　局 (兼)主査 大河原　郷
(兼)主事 水野　拓徳

 (兼)局長 田崎　　洋

児　　童　　館

 中 央 公 民 館

 トレーニングセンター
（さつき公園）

保　　育　　所

 泉 崎 幼 稚 園

主任児童厚生員 鈴木　千春
主　　任 田崎　武信

副 所 長 佐藤奈穂子
主任保育士 坂上　美和
主　　査 津田　里美

教　　頭 有賀　道子
主任教諭 佐川　哲子
主任教諭 網藤　朋子
主任教諭 國分　理恵
主任教諭 二瓶　美絵
主任教諭 宍戸　智子

主任主査 岡崎　啓子
主　　査 小玉真由美

泉 崎 中 学 校

泉崎第一小学校

泉崎第二小学校

資　　料　　館

図　　書　　館

学校給食センター

生涯学習グループ
(兼)G長 星　　雅之
主任主査 岡崎　清美
主　　査 中畑　重友

 園　　長 松川恵美子

 所　　長 鈴木由美子

 館　　長 中野目由美子

建設水道グループ 主任主査 円谷　輝彦
主任主査 橋間　亮一
主任主査 石井　　誠 (兼)G長 高原　正俊

※Ｇ長はグループ長の略称です。

直通電話番号表
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平
成
28
年
度
泉
崎
村
新
採
用
職
員

私
た
ち
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

泉
崎
村
役
場
職
員
に
２
人
の
仲
間
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

泉
崎
村
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に
、
そ
し
て
泉
崎
村
発
展
の
た
め
に
こ
れ

か
ら
活
躍
す
る
新
採
用
職
員
で
す
。

　

村
外
出
身
で
す
が
、
村
に
転
入
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
見
か
け
た
と

き
は
温
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

熊田　有真（くまだ　ゆうま）
（総務課　企画財政グループ）
趣　　味　フットサル
最終学歴　専修大学法学部
住　　所　泉崎村大字泉崎字行屋
村民の皆様の期待に応えられるよ
う精一杯頑張ります。

水野　拓徳（みずの　ひろのり）
（事業課　産業グループ）
趣　　味　ゴルフ、野球観戦
最終学歴　茨城大学工学部機械工
　　　　　学科
住　　所　泉崎村大字泉崎字行屋
早く仕事を覚え、村民の皆様のお
役に立てる様精進して参ります。
よろしくお願いいたします。

平
成
28
年
３
月
31
日
付
け

退
職
者

参
事
兼
事
業
課
長

　

中
畑
三
代
治

参
事
兼
住
民
福
祉
課
長

　

小
林　

義
則

教
育
課
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

長
　

白
岩　

太
一

幼
稚
園
長

　

箭
内　

典
子

保
育
所
長

　

佐
々
木
郁
子

総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ
主
幹

　

大
塚　

隆
寿

第二小学校　卒業証書授与式　 第一小学校　卒業証書授与式　
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泉
崎
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。
基
本
目
標
（
平
成
31
年
度
）

　

泉
崎
村
で
は
、
国
や
県
の
地

域
創
生
へ
の
動
き
を
踏
ま
え
、

泉
崎
村
の
最
上
位
計
画
で
あ
る

総
合
振
興
計
画
を
補
完
す
る
と

と
も
に
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
示

す
戦
略
人
口
（
目
標
人
口
）
を

達
成
す
る
た
め
、
平
成
27
年
度

を
含
め
た
今
後
５
年
間
の
取
り

組
み
を
示
す
、
「
泉
崎
村
ま
ち

・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
（
以
下
、
総
合
戦
略
）
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
合
戦
略
の
対
象
期

間
は
、
国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
と
同

じ
く
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

31
年
度
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
戦
略
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
評
価
・
検
証
の
客
観
性

・
妥
当
性
を
担
保
す
る
た
め
、

産
官
学
金
労
言
等
の
有
識
者
と

住
民
で
構
成
す
る
「
泉
崎
村
地

域
創
生
・
人
口
減
少
対
策
委
員

会
」
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
に
よ
る
評
価
・
検
証
の

仕
組
み
を
確
立
し
、
総
合
戦
略

の
実
効
性
を
高
め
ま
す
。

　

村
総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
０
９

「泉崎村人口ビジョン」

○2060年に4,000人程度の人口を確保
○2030年に合計特殊出生率「2.10」を達成
○2045年までに社会減を社会増へ転換

①自然減対策
　合計特殊出生率向上
②社会減対策
　転出抑制・転入促進

基本目標（Ｈ31年度） 具体的な施策

１　ひとを育む
■出生数47人
■婚姻数100組

（１）結婚・出産・子育てへの切れ目のない支援
　　○非婚化・晩婚化対策○子育て環境の整備○学習・教育の場の充実等

２　しごとをつくる
■就業者数5,500人

（１）企業誘致等の促進
　　○企業誘致による雇用創出等　
（２）産品の販路拡大
　　○村産品の販路開拓へ向けた地産地消等
（３）未来につながる農業づくり
　　○農業生産基盤の強化○農業の６次産業化の推進等

３　ひとの流れをつくる
■移動数（転入－転出）
　△20人
■観光入込客数95,000人

（１）移住・定住の促進
　　○首都圏を中心とした移住・定住の情報発信○地域のニーズに対応
　　　した移住者受入体制の構築等
（２）観光振興による人の流れの促進
　　○国内外からの観光誘客等
（３）観光・交流の基盤となるスポーツ・文化の振興
　　○スポーツによる地域振興等

４　安心をつくる
■自主防災組織数　５組織
■地域密着型サービス利用
　者数　29人

（１）暮らしの安全・安心の確保
　　○地域コミュニティの再生と活性化○空き家等対策の推進等
（２）医療と福祉の充実・連携
　　○介護離職ゼロの推進等

５　まちをつなぐ
■定住自立圏協定に基づく
　事業　41事業

（１）地域間連携の推進
　　○しらかわ地域定住自立圏構想の推進

泉崎村まち・ひと・しごと創生総合戦略

基本的視点

将来展望

問
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介
護
保
険
施
設
「
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
の
整
備
に
つ
い
て

〇
川
柳　

疲
れ
た
と
言
い
つ
つ
今
日
も
畑
仕
事　
　
　
　
　
　

中
畑
ツ
ヤ
子

改
良
酒
甘
辛
自
在
の
味
の
良
さ　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

道
子

あ
の
時
の
甘
い
言
葉
に
裏
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　

須
藤　

節
子

ボ
ー
ル
追
う
孫
が
夢
見
る
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー　
　
　
　

志
子
田
光
子

眞
白
な
カ
ッ
プ
に
注
ぐ
朝
紅
茶　
　
　
　
　
　
　
　

塚
田　

照
子

今
日
か
ら
と
明
日
こ
そ
は
と
ダ
イ
エ
ッ
ト　
　
　
　

長
尾　

幸
子

我
が
妻
は
い
つ
も
笑
顔
で
日
を
送
る　
　
　
　
　
　

秋
山　

典
邦

信
じ
よ
う
唯
一
粒
の
飲
み
薬　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

汀
舟

〇
俚
謡
　
達
者

老
い
て
も
元
気
親
し
い
仲
間
力
を
貰
い
過
す
日
々

中
畑
ツ
ヤ
子

心
身
共
に
日
頃
の
暮
し
家
族
円
満
皆
達
者

菊
地　

道
子

英
語
達
者
で
読
め
る
と
し
た
ら
飛
ん
で
行
き
た
い
世
界
中

須
藤　

節
子

あ
な
た
と
共
に
達
者
で
暮
し
古
稀
を
迎
え
た
笑
い
顔

志
子
田
光
子

と
に
も
か
く
に
も
達
者
で
暮
し
日
々
の
生
活
第
一
に

塚
田　

照
子

寄
り
添
い
歩
く
憧
れ
の
友
遠
回
り
し
た
散
歩
道

　

長
尾　

幸
子

冬
の
寒
さ
を
堪
え
て
待
と
う
あ
っ
と
云
う
間
に
春
が
来
る

秋
山　

典
邦

人
生
行
路
を
達
者
で
暮
し
笑
顔
で
集
う
学
級
日

菊
地　

汀
舟

　

泉
崎
村
で
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
入
所
待
機
者
の
解
消

を
図
る
た
め
、
第
６
期
介
護
保

険
事
業
計
画
（
計
画
期
間
：
平

成
27
年
度
～
平
成
29
年
度
）
に

お
い
て
、
地
域
密
着
型
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
に
つ
い

て
盛
り
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

同
計
画
に
基
づ
き
、
整
備
事
業

者
を
公
募
し
た
結
果
、
社
会
福

祉
法
人
西
白
河
ラ
イ
フ
ケ
ア
会

の
１
事
業
者
か
ら
応
募
が
あ
り
、

整
備
事
業
者
選
定
委
員
会
に
よ

る
審
査
で
同
法
人
を
整
備
事
業

者
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

施
設
整
備
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

○
整
備
施
設　

地
域
密
着
型
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
１
施
設
、

29
床
）
、
寝
た
き
り
状
態
な
ど

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
要
介

護
３
以
上
の
方
が
入
所
す
る
施

設
で
、
原
則
泉
崎
村
民
の
み
が

利
用
で
き
ま
す
。

○
整
備
事
業
者　

社
会
福
祉
法

人
西
白
河
ラ
イ
フ
ケ
ア
会
（
太

田
川
字
金
山
34
）

○
整
備
場
所　

大
字
泉
崎
字
笹

立
山
７
、
11
ー
１
の
一
部

〇
敷
地
面
積　

９
７
７
１
㎡

〇
建
物
構
造　

鉄
骨
造
平
屋
建

て〇
建
築
面
積　

１
２
４
８
㎡

〇
延
床
面
積　

１
１
６
３
㎡

〇
工
事
費
（
土
地
造
成
含
む
）

　

４
億
３
百
万
円

○
造
成
工
事　

平
成
28
年
９
月

～
平
成
29
年
４
月
（
予
定
）

〇
建
築
工
事　

平
成
28
年
12
月

～
平
成
29
年
６
月
（
予
定
）

○
施
設
開
所　

平
成
29
年
８
月

（
予
定
）

※
面
積
、
金
額
は
予
定

西
白
河
ラ
イ
フ
ケ
ア
会

職
員
募
集

　

施
設
整
備
に
伴
い
西
白
河
ラ

イ
フ
ケ
ア
会
で
は
職
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

職
種
、
業
務
内
容
な
ど
詳
し

く
は
西
白
河
ラ
イ
フ
ケ
ア
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

西
白
河
ラ
イ
フ
ケ
ア
会

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
３
４
５
０

　

村
住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
３

※
施
設
イ
メ
ー
ジ

問問

成
人
学
級
　
文
芸
ク
ラ
ブ
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平成28年度から軽自動車税が変わります
　平成26年度税制改正において、平成28年度から原動付自転車、軽二輪、二輪小型自動車及び小型特殊自動車の
税率が引上げとなります。軽自動車（四輪以上及び三輪）については、平成27年4月1日以降に最初の新規検査を
受けるものから新税率が適用されます。また、軽自動車税においてもグリーン化を進める観点から、最初の新規
検査から13年を経過した軽自動車（四輪以上及び三輪）については、平成28年度から新税率の約20％の重課とな
ります。平成27年度中に最初の新規検査を受けた軽自動車（四輪以上及び三輪）で、環境負荷の小さいものにつ
いて、平成28年度の税率を軽減する特例措置「軽自動車税のグリーン化特例（軽課）」を適用します。平成27年
4月1日現在の法令に基づく情報を掲載しています。
１．原付や125CC以上のバイク、小型特殊自動車
　平成27年度から税率を変更する予定でしたが、1年延期となりました。平成28年度から変更します。

（１）旧税率　平成27年3月31日以前に最初の新規検査を受けた車両で、最初の新規検査から13年を経過するまで適用。（平成15年1
　　　月1日から平成27年3月31日までに最初（新規）検査を受けた車両）
（２）新税率（平成28年度から）　平成27年4月1日以降に最初の新規検査を受けた車両で、最初の新規検査から13年を経過するまで
　　　適用。（平成27年4月1日から平成28年4月1日までに最初（新規）検査を受けた車両）
（３）重課税率（平成28年度から）　グリーン化を進める観点から、最初の新規検査から13年を経過した車両に対し、新税率の概ね
　　　1.2倍の税率を適用。ただし、動力源または内燃機関の燃料が電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ガソリン電気併
　　　用の軽自動車及び被けん引車は、重課税率の対象外です。
　　　※平成28年度以降、毎年4月1日現在で、最初の新規検査より13年を経過したの。平成28年度は、最初の新規検査年が平成14年
　　　以前の車両が重課税率の対象。平成29年度は、最初の新規検査年月が平成16年3月以前の車両が重課税率の対象。平成30年度
　　　は、最初の新規検査年月が平成17年3月以前の車両が重課税率の対象
（４）軽課税率（グリーン化特例　平成28年度のみ）　平成27年度中（平成27年4月1日から平成28年3月31日まで）に最初の新規検
　　　査を受けた車両で、排気ガス性能及び燃費機能の優れた環境負荷の小さいものについて、平成28年度分の軽自動車税を軽減す
　　　る特例措置を適用。

車　　　　種 平成27年度まで（年税額） 平成28年度から（年税額）

原動機付自転車

50㏄以下 １，０００円 ２，０００円
50㏄を超え90㏄以下 １，２００円 ２，０００円
90㏄を超え125㏄以下 １，６００円 ２，４００円
50㏄以下ミニカー ２，５００円 ３，７００円

軽自動車二輪車（125CCを超え250CC以下） ２，４００円 ３，６００円
二輪の小型自動車（250CCを超えるもの） ４，０００円 ６，０００円

小型特殊自動車
農耕作業用 １，６００円 ２，４００円
その他のもの ４，７００円 ５，９００円

雪上車 660㏄以下 ２，４００円 ３，６００円
被けん引車 ボートトレーラー等 ２，４００円 ３，６００円

車　　　　種 ⑴旧税率 ⑵新税率(28年度から) ⑶重課税率(28年度から)

四輪以上
(660CC

以下)

自家用 ７，２００円 １０，８００円 １２，９００円
営業用 ５，５００円 ６，９００円 ８，２００円
自家用 ４，０００円 ５，０００円 ６，０００円
営業用 ３，０００円 ３，８００円 ４，５００円

三輪（660CC以下） ３，１００円 ３，９００円 ４，６００円

車　　　　種
税率（年税額）

(ア)新税率の75％軽減 （イ）新税率の50％軽減 （ウ）新税率の25％軽減

四輪以上
(660CC

以下)

自家用 ２，７００円 ５，４００円 ８，１００円
営業用 １，８００円 ３，５００円 ５，２００円
自家用 １，３００円 ２，５００円 ３，８００円
営業用 １，０００円 １，９００円 ２，９００円

三輪（660CC以下） １，０００円 ２，０００円 ３，０００円

２．軽自動車（四輪以上及び三輪）
　最初の新規検査年月日（車検証の「年度検査月日」）により、旧税率、新税率、重課税率（平成28年度から）の
いずれかの税率になります。

（ア）電気自動車、天然ガス軽自動車（平成21年排出ガス10％軽減）
（イ）乗用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成32年度燃費基準＋20％達成車
　　　貨物：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成27年度燃費基準＋35％達成車
（ウ）乗用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成32年度燃費基準達成車
　　　貨物：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成27年度燃費基準＋15％達成車
　※（イ）、（ウ）については、内燃機関の燃料が揮発油（ガソリン）の軽自動車に限ります。
　※燃料基準の達成状況は、自動車検査証の備考に掲載されています。

軽
自
動
車

軽
自
動
車

乗 

用

乗 

用

貨 

物

貨 

物
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平
成
27
年
度
　
年
金
生
活
者
等
臨
時
福
祉
給
付
金

　

こ
の
給
付
金
は
、
消
費
税
の

引
き
上
げ
に
際
し
、
所
得
の
低

い
方
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た

め
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
給
付

措
置
と
し
て
行
わ
れ
た
平
成
27

年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
対

象
者
の
中
で
、
賃
金
引
上
げ
な

ど
の
影
響
の
少
な
い
高
齢
者
に

対
し
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場

合
、
新
た
に
一
人
あ
た
り
３
万

円
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

〇
支
給
要
件

　

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付

金
の
支
給
対
象
と
な
る
方
（
平

成
27
年
１
月
１
日
に
泉
崎
村
の

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
、
平
成
27
年
度
分
の

住
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ

れ
て
い
な
い
方
（
住
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族

等
で
な
い
方
）
）
で
平
成
28
年

度
中
に
65
歳
以
上
と
な
る
方
。

※
対
象
者
に
は
、
４
月
中
旬
以

降
を
め
ど
に
お
知
ら
せ
と
と
も

に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

〇
申
請
期
間

　

平
成
28
年
５
月
２
日
㈪
～
平

成
28
年
８
月
２
日
㈫

振
り
込
め
詐
欺
等
の
犯
罪
防
止

　

村
が
Ａ
Ｔ
Ｍ(

銀
行･

コ
ン
ビ

ニ
な
ど
の
現
金
自
動
支
払
機)

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
、

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、

他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で

も
ら
う
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　

村
が
、｢

臨
時
福
祉
給
付
金｣

の
給
付
の
た
め
に
、
手
数
料
な

ど
の
振
込
を
求
め
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

※
ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
町

村
や
厚
生
労
働
省
の
職
員
な
ど

を
か
た
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
り
、
郵
便
が
届
い
た
り
し

た
ら
、
迷
わ
ず
役
場
や
最
寄
り

の
警
察
署
ま
た
は
警
察
相
談
専

用
電
話
（
＃
９
１
１
０
）
に
御

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

厚
生
労
働
省
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
３
７
・
１
９
２

（
受
付
時
間
９
：
00
～
18
：
00

平
日
の
み
）

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.2kyufu.jp

　

村
住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
３

材　料　しょうが…１かけ、にんにく…１かけ、ねぎ…１３ｃｍ、なす…５本、トマト…大１個、
　　　　ひき肉…１００ｇ、油・中華だし・しょうゆ・トーバンジャン・片栗粉…適量

平成27年度わが家のアイディア料理コンクール入賞作品⑤
★★★　　今月おすすめレシピ　　商工会長賞　岡部雄くん　　★★★

今日の晩御飯＜トマト入りマーボーなす＞

◆
作
り
か
た

①
し
ょ
う
が
、
に
ん
に
く
、
ね
ぎ
を

み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

②
な
す
は
乱
切
り
に
す
る
。

③
な
す
を
油
で
揚
げ
て
お
く
。

④
み
じ
ん
切
り
に
し
た
し
ょ
う
が
、

に
ん
に
く
、
ね
ぎ
を
油
で
炒
め
る
。

⑤
そ
こ
に
ひ
き
肉
を
入
れ
て
炒
め
る
。

⑥
揚
げ
た
な
す
を
加
え
る
。

⑦
水
を
入
れ
る
。

⑧
ふ
っ
と
う
し
た
ら
、
中
華
だ
し
、

し
ょ
う
ゆ
、
ト
ー
バ
ン
ジ
ャ
ン
を
入

れ
る
。

⑨
一
口
大
に
切
っ
た
ト
マ
ト
を
入
れ

る
。

⑩
片
栗
粉
を
入
れ
て
と
ろ
み
を
つ
け

た
ら
で
き
あ
が
り
。

◆
コ
メ
ン
ト

ト
マ
ト
を
入
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
い

ろ
ど
り
が
良
く
な
り
、
ト
マ
ト
の
酸

味
が
つ
い
た
。

問 問
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村
内
小
・
中
学
校
で
卒
業

証
書
授
与
式

　

村
内
小
・
中
学
校
の
卒
業

証
書
授
与
式
は
、
泉
崎
中
学

校
が
３
月
11
日
㈮
、
第
一
・

第
二
小
学
校
で
は
、
同
23
日

㈬
に
行
わ
れ
ま
し
た

　

学
校
生
活
で
得
た
多
く
の

思
い
出
を
胸
に
、
泉
崎
中
学

校
78
人
、
第
一
小
学
校
33
人
、

第
二
小
学
校
25
人
、
計
136
人

が
学
び
や
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

泉
崎
中
学
校
で
は
、
卒
業

生
78
人
が
拍
手
の
中
を
堂
々

と
入
場
。

　

小
林
校
長
が
全
員
に
卒
業

証
書
を
手
渡
し
、
「
４
月
か

ら
の
新
生
活
は
ゴ
ー
ル
で
は

な
く
新
し
い
ス
タ
ー
ト
。
夢

の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て

ほ
し
い
」
と
激
励
し
、
菊
地

貴
男
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
な
ど
が
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

田
﨑
大
智
く
ん(

２
年)

の

送
辞
を
受
け
、
卒
業
生
を
代

表
し
て
根
本
拓
実
く
ん
（
３

年
）
が
「
３
年
間
は
か
け
が

え
の
な
い
日
々
だ
っ
た
。
夢

と
希
望
を
胸
に
自
ら
の
手
で

こ
れ
か
ら
の
道
を
切
り
開
き
、

保
育
所
第
34
回
満
了
式

　

３
月
16
日
㈬
村
保
育
所
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
第
34
回
満

了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

満
了
児
35
名
一
人
ひ
と
り

が
大
き
な
声
で
返
事
を
し
、

佐
々
木
所
長
か
ら
保
育
証
書

を
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
子
ど
も
達
の
立
派
な

姿
に
、
大
き
な
拍
手
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
子
ど
も
達
か
ら

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

保
護
者
の
皆
様
に
お
花
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
に
入
園
す
る
子
ど

も
達
、
ど
う
か
元
気
で
た
く

さ
ん
遊
ん
で
大
き
く
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

泉
崎
幼
稚
園
卒
園
式

　

３
月
18
日
㈮
幼
稚
園
卒
園

証
書
授
与
式
が
、
幼
稚
園
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
園
児
達
が
保

護
者
や
先
生
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
、
思
い
出
の
詰
ま
っ
た

園
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
箭
内
典
子
園
長

が
卒
園
児
65
人
一
人
ひ
と
り

に
修
了
証
書
を
手
渡
し
た
あ

と
、
は
な
む
け
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
卒
園
児
達
全

員
で
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な

っ
た
保
護
者
や
先
生
に
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
歌
と
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
し
ま
し
た
。

進
ん
で
い
き
た
い
」
と
答
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

卒
業
証
書
授
与
式
終
了
後

に
緑
川
衛
く
ん(

３
年)

の
指

揮
、
久
保
木
七
海
さ
ん
（
３

年
）
の
伴
奏
に
よ
り
全
校
生

徒
で
「
旅
立
ち
の
日
に
」
を

合
唱
。
卒
業
生
は
涙
を
浮
か

べ
な
が
ら
も
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。
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インフォメーション Information
心
の
相
談
会

　

心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、

又
は
そ
の
家
族
の
方
は
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　

応
相
談

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

　

住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

(

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内)

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

心
配
ご
と
相
談
所

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心

配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
毎
月
第
２
土

曜
日
に
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　

４
月
９
日
㈯

　
　
　
　

10
：
00
～
12
：
00

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

〇
相
談
員　

村
民
生
委
員

　

溝
井
文
男
・
深
谷
ゆ
き
江

　

泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

４
月
か
ら｢

退
院
支
援｣

が
始
ま
り
ま
す
！

　

退
院
支
援
と
は
、
退
院
後
の

高
齢
者
が
円
滑
に
在
宅
生
活
に

戻
れ
る
よ
う
に
、
病
院
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
市
町
村
が
連
携
し

て
、
退
院
に
向
け
た
調
整
を
行

う
も
の
で
す
。

　

県
南
地
域
で
は
、
４
月
か
ら
、

こ
れ
ら
の
機
関
で
高
齢
者
の
入

院
か
ら
退
院
ま
で
の
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
、
退
院
に
向
け
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
等
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

○
退
院
支
援
の
対
象
者

　

退
院
後
、
在
宅
に
戻
る
要
支

援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
（
受
け
る
見
込
み
の
）
高
齢

者
。

※
県
南
地
域
の
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
利
用
す
る
高
齢
者
に
限

り
ま
す
。

○
退
院
支
援
を
実
施
す
る
病
院

　

白
河
厚
生
総
合
病
院
、
白
河

病
院
、
会
田
病
院
、
塙
厚
生
病

院
。

〇
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
方
へ

　

入
院
す
る
場
合
は
、
忘
れ
ず

に
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
院
す
る
場
合
は
、
医
療
保

険
証
、
介
護
保
険
証
、
お
薬
手

帳
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
名
刺
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
３

平
成
28
年
度
な
か
よ
し

ク
ラ
ブ(

育
児
ク
ラ
ブ)

の
ご
案
内

　

お
子
さ
ん
の
健
全
な
発
育
の

一
助
と
し
て
、
泉
崎
村
で
は
な

か
よ
し
ク
ラ
ブ(

育
児
ク
ラ
ブ)

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

子
供
の
友
達
が
欲
し
い
、
親

同
士
友
達
に
な
り
た
い
、
育
児

の
相
談
が
し
た
い
な
ど
、
身
近

で
楽
し
い
親
子
の
交
流
の
場
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
と
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

関
心
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に

住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ
保

健
師
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

(

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内)

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

平
成
28
年
度
畜
犬
登
録

及
び
狂
犬
病
予
防
注
射

の
実
施
に
つ
い
て

泉
崎
西
地
区　

５
月
24
日
㈫

９
：
00
～
16
：
00

泉
崎
東
地
区　

５
月
25
日
㈬

９
：
00
～
16
：
00

※
実
施
日
程
・
場
所
の
詳
細
は

後
日
回
覧
予
定
で
す
。

※
畜
犬
登
録
し
て
あ
る
犬
に
つ

い
て
は
、
５
月
上
旬
に
個
別
通

知
さ
れ
ま
す
。

〇
畜
犬
関
係
手
数
料

登
録
手
数
料　

３
０
０
０
円

（
登
録
し
て
い
な
い
犬
の
み
）

注
射
料　

２
６
５
０
円

注
射
済
交
付
手
数
料　

550
円

　

住
民
福
祉
課
住
民
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
２

障
害
者
差
別
解
消
法

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
障

害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
障
害
を
理
由

と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
基
本
的
な
事
項
や
、
国

の
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体

等
及
び
民
間
事
業
者
に
お
け
る

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解

消
す
る
た
め
の
措
置
な
ど
に
つ

い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

す
べ
て
の
国
民
が
障
害
の
有
無

に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ

と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性

を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す

る
社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

障
害
を
理
由
と
し
て
、
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
や
入
店
を
拒
否
さ

れ
る
な
ど
の
「
不
当
な
差
別
的

取
扱
い
」
と
、
聴
覚
障
害
の
あ

る
人
に
声
だ
け
で
話
す
こ
と
や

問

問

問

問 問

相
　
談

案
　
内

皆さまの食卓へ本物と笑顔をお届け。
自家農場産「夢味ポーク」は、

健康・美味・新鮮のこだわりのブランドポーク。
まごころこめた豚肉と自家製ハム・
ソーセージをぜひご賞味ください。
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視
覚
障
害
の
あ
る
人
に
書
類
を

渡
す
だ
け
で
読
み
あ
げ
な
い
な

ど
「
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ

と
」
が
、
差
別
と
な
り
ま
す
。

　

住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
３

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て

〇
対
象
者　

身
体
障
害
者
・
知

的
障
害
者
・
精
神
障
害
者
（
発

達
障
害
を
含
む
）
・
障
害
児
・

難
病
疾
患
者
等

　

「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
は
、

個
々
の
障
が
い
の
あ
る
方
の
障

が
い
の
程
度
や
勘
案
す
べ
き
事

項
（
社
会
活
動
や
介
護
者
・
住

居
当
の
状
況
）
を
ふ
ま
え
、
個

々
に
支
給
決
定
が
行
わ
れ
る

「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
「
地

域
相
談
支
援
」
と
市
町
村
の
創

意
工
夫
に
よ
り
、
利
用
者
の
個

々
の
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
実

施
で
き
る
「
地
域
生
活
支
援
事

業
（
移
動
支
援
・
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
等
）
」
に
大
別
さ

れ
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
の
支
援

を
受
け
る
場
合
に
は
「
介
護
給

付
」
、
訓
練
等
の
支
援
を
受
け

る
場
合
は
「
訓
練
等
給
付
」
に

分
か
れ
、
利
用
手
続
も
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
い
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
申
請
等
は
お
気
軽
に
住

民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
３

幼
稚
園
の
園
庭
を
一
般

開
放

　

幼
稚
園
の
遊
具
は
、
平
成
26

年
３
月
に
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
が
休
園
し
て
い
る
休

日
や
長
期
休
業
中
は
一
般
開
放

い
た
し
ま
す
。

子
ど
も
達
が
伸
び
伸
び
と
外
遊

び
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い

ま
す
の
で
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

○
開
放
日
時　

幼
稚
園
休
園
日

10
：
00
～
16
：
00

○
開
放
場
所　

幼
稚
園
園
庭

(

園
舎
内
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。)

　

教
育
課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
３
３

山
火
事
に

　
　
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は

空
気
が
乾
燥
し
、
山
火
事
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

山
に
入
る
場
合
は
、
山
火
事

か
ら
大
切
な
森
林
を
守
る
た
め
、

火
の
取
扱
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

「
誓
い
ま
す　

森
の
安
全

　

火
の
始
末
」

（
平
成
28
年
全
国
山
火
事
予
防

運
動
統
一
標
語
）

　

事
業
課
産
業
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
３
０

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

(

入
門･

基
礎
課
程)

〇
日
時　

５
月
11
日
㈬
～
12
月

14
日
㈬
毎
週
水
曜
日

19
：
00
～
21
：
00

※
毎
月
１
回
土
曜
日
開
催
有

13
：
00
～
16
：
15

〇
場
所　

白
河
市
図
書
館

〇
講
座
内
容

　

入
門
編
…
手
話
に
親
し
む
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
手
話

の
基
礎
知
識
、
方
法
な
ど
、
手

話
を
初
め
て
学
ば
れ
る
方
を
対

象
と
し
た
内
容
で
、
手
話
の
経

験
が
全
く
な
く
、
こ
れ
か
ら
手

話
を
始
め
ら
れ
る
方
、
手
話
に

興
味
を
持
た
れ
た
方
な
ど
が
対

象
で
す
。

　

基
礎
編
…
手
話
で
日
常
会
話

を
行
う
の
に
必
要
な
単
語
や
手

話
表
現
技
術
を
習
得
し
、
手
話

奉
仕
員
と
し
て
活
動
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
講
座
で
す
。

〇
募
集
定
員　

20
名
程
度

〇
受
講
料

　

無
料(
別
途
テ
キ
ス
ト
代
要)

〇
申
込
期
限

　

４
月
28
日
㈭
ま
で

　

白
河
市
社
会
福
祉
課

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
１
１
１
１

　

内
線
２
７
１
４

予
備
自
衛
官
補
募
集

　

普
段
は
企
業
等
の
一
員
と
し

て
社
会
で
活
躍
、
い
ざ
と
い
う

と
き
は
自
衛
官
と
し
て
社
会
に

貢
献
、
そ
れ
が
陸
上
自
衛
隊
の

予
備
自
衛
官
補
制
度
で
す
。

〇
受
験
資
格

　

一
般
公
募

　

18
歳
以
上
34
歳
未
満

　

技
能
公
募
（
各
種
国
家
資
格

所
有
者
）

　

18
歳
以
上
53
～
55
歳
未
満

〇
受
付
締
切
り

　

平
成
28
年
４
月
８
日
㈮

〇
試
験
日

　

平
成
28
年
４
月
15
日
㈮
～
19

日
㈫
の
指
定
す
る
１
日

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

　

一
般
大
学
卒
業
者
（
予
定
者

含
む
）
を
自
衛
隊
の
幹
部
候
補

生
と
し
て
採
用
す
る
コ
ー
ス
。

〇
受
験
資
格

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満

〇
受
付
締
切
り

　

平
成
28
年
５
月
６
日
㈮

〇
試
験
日

　

平
成
28
年
５
月
14
日
㈯

〇
適
性
検
査
（
海
上
・
航
空
の

飛
行
要
員
の
み
）

　

平
成
28
年
５
月
15
日
㈰

※
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師

の
資
格
を
保
有
さ
れ
る
方
の
採

用
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

白
河
地
域
事
務
所

☎
０
２
４
８
・
２
４
・
０
３
７
２

問

問

問 問

問

問

募
　
集

（労大臣認）一級建築塗装技能士（95-1-060-07-11）
〶969-0101　福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字鶴番小屋9番地
☎0248（53）4066　FAX（21）6678

県知事許可（般－27）第27330号

塗装工事一般・各種吹付・家具塗装

塗装の事なら何でもご相談下さい
＊職人（経験者）見習い募集中

【工事内容】
塗装工事一般・各種吹付住宅内外・店舗・高
層ビル・工場設備塗装・店舗什器・家具塗装
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診療所外来４月担当医
月 火 水 木 金 土 日

午　前
受付時間
8：30～
11：30

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

小鹿山博之
内科・脳外科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

4/8.15.22 

総合南東北病院
心臓血管外科

休

診

小林奈美江
眼科

内藤　梓
消化器内科・外科 

内藤　梓
消化器内科・外科

4/14.21.28

小林利男
整形外科・内科

4/1

内藤　梓
第2・4土曜日

小児科医師
4月は毎週

午　後
受付時間

13：30～
16：00

北原正樹
内科・形成・皮膚・禁煙

内藤　梓
消化器内科・外科 

小鹿山博之
内科・脳外科

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科

4/8.15.22

小林利男
第1・3土曜日

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

4/1

内藤　梓
第2・4土曜日

緑川博文
心臓血管外科

4/4

小児科医師
4月は毎週

第1月曜日午後
（14：00～16：30）

小児科受付
　　14：30まで

※都合により診療時間や医師の変更がある場合がありますので、詳しい診療案内等は当診療所へお電話にてお
　問い合わせください。※４月１日（金）終日、４月７日（木）午前中、内藤先生不在となります。※小児科
　の受付は 14：30 までとなります。水曜日の受付は 14：30 までとなります。※二種混合、麻疹、風疹などの
　予防接種は随時実施しております。※日曜・祝祭日・年末年始の休日の当番医は☎ 0248-23-9909（しらかわ情
　報センター）で確認いただけます。
　泉崎南東北診療所　☎ 0248-53-2415問

　

ド
ラ
イ
ア
イ
と
は
、
涙
液

の
減
少
あ
る
い
は
質
的
な
変

化
に
よ
っ
て
眼
の
表
面
に
障

害
を
生
じ
る
病
気
で
す
。

　

涙
は
ま
ば
た
き
を
す
る
こ

と
で
眼
の
表
面
を
薄
い
膜
で

覆
い
、
眼
の
乾
燥
を
防
止
し

た
り
細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
な
ど

の
殺
菌
や
ゴ
ミ
の
洗
浄
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ド
ラ
イ

ア
イ
に
な
る
と
涙
液
が
正
常

で
は
な
く
な
る
の
で
、
眼
の

表
面
を
十
分
に
保
護
で
き
な

く
な
り
眼
が
乾
い
て
し
ま
い

ま
す
。

　

涙
液
が
不
足
し
た
り
質
が

変
化
し
た
り
す
る
原
因
に
は
、

眼
の
病
気
や
あ
る
種
の
影
響

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
健
康

な
人
で
も
年
齢
と
と
も
に
涙

は
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
涙
は
十
分
に
あ
っ

て
も
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い

て
、
ま
ば
た
き
が
少
な
く
な

っ
て
い
た
り
部
屋
が
乾
燥
し

て
い
る
と
ド
ラ
イ
ア
イ
に
な

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

眼
の
健
康
を
維
持
す
る
た

め
に
は
定
期
的
な
眼
科
の
検

査
（
視
力
検
査
、
眼
圧
検
査
、

視
野
検
査
、
眼
底
検
査
等
）

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

泉
崎
南
東
北
診
療
所
で
は
、

毎
週
月
曜
日
の
午
前
中
に
南

東
北
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク(

多

焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
を
用
い
た

水
晶
体
再
建
術
の｢

先
進
医

療
認
定
施
設｣

と
し
て
認
定)

の
小
林
奈
美
恵
先
生
に
よ
る

眼
科
外
来
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　

受
診
を
ご
希
望
の
方
は
受

付
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
担
当
医　

南
東
北
眼
科
ク

リ
ニ
ッ
ク　

オ
ル
ソ
ケ
ラ
ト

ロ
ジ
ー
認
定
医　

先
進
医
療

認
定
医

小
林　

奈
美
江　

先
生

　

泉
崎
南
東
北
診
療
所

☎
０
２
４
８･

５
３･

２
４
１
５

〇
日
時　

４
月
16
日
㈯

　

開
場　

13
：
30

　

講
演　

14
：
00
～
15
：
00

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー　

集
団
検
診

室〇
入
場
料　

無
料

〇
演
題

　

「
生
活
習
慣
病
と
認
知
症

・
骨
粗
し
ょ
う
症
」

〇
講
師　

総
合
南
東
北
病
院

　

理
事
長
・
総
長 

　

渡
邉　

一
夫　

先
生

■
ド
ラ
イ
ア
イ
に
つ

い
て

■
泉
崎
南
東
北
公
開
講
座

の
お
知
ら
せ

問
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平成２８年度　総合検診のお知らせ
　特定健康診査（特定健診）・結核検診・肺がん検診・胃がん検診・大腸がん検診・前立腺がん検診等、集団検
診の本人負担額が無料で受けられます。皆さん、ぜひ受診してください。
１　期　　間　　平成２８年５月１９日（木）～５月２４日（火）（２１日（土）を除く）
２　受付時間　　午前７時３０分～午前１０時
３　会　　場　　泉崎村保健福祉総合センター

※自分の地区の検診日に都合が悪い方は、別の日でも受診できます。
※各日、対象地区はバスで送迎を行います（後日配布の「総合検診バス運行表」をご覧ください）。
※期間中に受診できない方は、指定医療機関で実施する個別検診（７月～１０月）または１１月１９日（土）に保健福祉総合センタ
　ーで実施する集団検診を受けてください。

※国民健康保険被保険者以外の方：全国健康保険協会（協会けんぽ☎024-523-3919）健康保険組合などに加入の被扶養者の方は、そ
　れぞれの医療保険者から交付される「受診券」と保険証があれば、泉崎村の実施する総合検診会場で、本人負担額が無料で受診で
　きます。
医療保険に関係なく受けられる検診（平成２９年３月３１日までに該当年齢になる方）

　村住民福祉課福祉グループ（保健福祉総合センター内）　☎０２４８－５４－１３３５

月　日 対象地 区
5月19日㈭ 宿舘・高根・太田川・踏瀬地区
5月20日㈮ 堂ノ下・八丸・都橋山・富久保・谷地久保・入中地区
5月22日㈰ 桎内・天王台・八雲地区
5月23日㈪ 上町・下町・瀬知房・屠胴原地区
5月24日㈫ 原・新田・山寺地区

対象者 国民健康保険に加入している４０歳から７４歳までの方

健診内容 身体計測・尿検査・血圧測定・血液検査（肝機能検査・腎機能検査・脂質検査・血糖検査・
*貧血）医師の診察等、*眼底、*心電図（*27年度から追加）

本人負担額 無料
持参するもの 受診券、健康保険証、受診録、尿

検診名 内　容 対象者 本人負担額 持参するもの
結核･肺がん検診 Ｘ線間接撮影 19歳以上 無料 受診録
胃がん検診 胃透視 30歳以上 無料 受診録
大腸がん検診 便潜血反応検査 40歳以上 無料 受診録･採便容器
前立腺がん検診 血液検査（PSA検査） 50歳以上 無料 受診録

肝炎ウイルス検診
血液検査（Ｃ型・Ｂ型肝炎検査）
*過去に検査を受けたことがない方が
対象

40･45･50･55･
60･65･70歳 無料 受診録

後期高齢者健康診査

身体計測・尿検査・血圧測定・血液
検査（肝機能検査・腎機能検査・脂
質検査・血糖検査・*貧血）医師の診
察等、*眼底、*心電図（*追加）

75歳以上 無料 受診録
健康保険証

４　検診内容
　医療保険者が実施する特定健康診査（特定健診）の受け方

※過去2年間に受診した方には、受診録を配布します。それ以外の方で受診希望の方は村住民福祉課福祉グループ（保健福祉総合セ
　ンター内）までご連絡ください。
※受診券、受診録、採尿容器等は、各地区の保健協力委員の方が５月頃配布します。

問
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福祉グループ　☎５４・１３３３

（7月より￥7,950に値上りになります）

平成２８年度各種検診等予定
＜集団検診＞※集団検診は無料で受けられます！！

検診名 対象者 検診日 受付時間 会　場 受診方法 料　金

乳がん検診
20歳以上の女性
で年度内に偶数
年齢になる方

6月20日㈪
7月11日㈪

午前9時～10時
午後1時～1時30分

保健福祉総合
センター

【完全予約制】
詳しくは5月に配布
予定のチラシをご覧
になり事前にお申し
込みください。 無  料

子宮がん検診
骨粗しょう症
検診

20歳以上（骨粗し
ょう症検診は30歳
以上）の女性

7月28日㈭
午前8時～9時 保健福祉総合

センター
詳しくは7月に保健
協力委員から配布予
定のチラシをご覧く
ださい。午後1時～2時 関和久宿集会

所

検診名 対象者 検診日程 受診方法 料　金

特定健診 40歳～74歳国保加入者

7月1日㈮～
　10月31日㈪ 詳しくは6月に配布予定

のチラシをご覧になり、
指定医療機関に申し込
んで受診してください。

特定健診　　　　1,000円
後期高齢者健診　　無料
胃がん検診　　　1,000円
肺がん検診　　　　無料
大腸がん検診　　　無料

後期高齢者健診 75歳以上

胃がん検診 30歳以上

肺がん検診 40歳以上

大腸がん検診 40歳以上

乳がん検診
40歳以上の女性で年
度内に偶数年齢にな
る方

7月1日㈮～
　12月22日㈭

無料

子宮がん検診 20歳以上の女性 700円

脳ドック
30歳以上で年度内に
偶数年齢になる方

6月～10月
【完全予約制】　詳しくは5月に配布予定のチラシを
 ご覧になり、事前に申し込んで受診してください。

人間ドック
30･35･40･45･50･
55･60･65･70･75歳

1月～2月頃
【完全予約制】　詳しくは12月頃配布予定のチラシ
 をご覧になり、事前に申し込んで受診してください。

＜施設検診＞集団検診を受けられない方は、指定医療機関で実施する検診を受けることができます。

※詳細は、広報や配布されるチラシ等をご覧ください。
※年齢の基準日は平成29年3月31日です。
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一　般　書 児　童　書 え　ほ　ん
給食のおにいさん

遠藤　彩見著／幻冬舎
(2013年刊)

ハロウィン★ナイト！ふしぎな先
生と赤い糸のヒミツ　相川　真著

集英社(2014年刊)

きょうはなんのひ
瀬田　貞二著／福音館書店

(1982年刊)

スクラップ・アンド・ビルド
羽田　圭介著／文藝春秋

(2015年刊)

図工室の日曜日
村上　しいこ著／講談社

(2013年刊)

おひなさまのいえ
ねぎし　れいこ著／世界文化社

(2013年刊)

下町ロケット ２ ガウディ計画
池井戸　潤著／小学館

(2015年刊)

飛べ！風のブーメラン
山口　治著／あかね書房

(2014年刊)

ママがおばけになっちゃった！
のぶみ著／講談社

(2015年刊)

幸腹な百貨店
秋川　滝美著／講談社

(2015年刊)

かけ算冒険迷路
伊藤　竜也作／ﾃﾞｨｽｶｳﾞｧｰ･ﾄｩｴﾝﾃｨﾜﾝ

(2015年刊)

しろくまくんどこにいく？
ソフィー・ヘン著／徳間書店

(2015年刊)

娘になった妻、のぶ代へ　大山の
ぶ代「認知症」介護日記
砂川　啓介著／双葉社(2015年刊)

グレッグのダメ日記 やっぱり、む
いてないよ！　　ジェフ・キニー著

ポプラ社(2015年刊)

おかあさんのおべんとう
たるいし　まこ著／童心社

(2015年刊)

１

３
２

４
５

２月の人気の本　べスト５

　  泉崎図書館
☎５３・４７７９

調査対象期間：2016.２.１～２.29

　中学２年生の時に職場体験で図書館にきてくれた裕哉さん。図書館は、落ちついて勉
強ができ飽きたら本が読めて気分転換になる。と話してくれました。
　裕哉さんが、小さい子におすすめする絵本は島田ゆか著「バムとケロ」シリーズ、好
きな作家は西尾維新です。

《図書館からのお知らせ》

岡部　裕哉さん（15歳）………字八雲神社
図書館のいずみ　 P a r t 24

　３月７日（月）に幼稚園年少組５８名が図書館見学に来ました。子どもたちは、始め
に図書館の使い方や本の扱い方などを勉強した後、ミニおはなし会を子どもたち参加で
楽しみました。帰りに絵本の棚を見学して帰っていきました。子どもたちがまた来てく
れるのを待ってます。

　子どもたちにもっと本を！との願いから「こどもの読書週間」は１９５９年に誕生し
ました。２０００年より４月２３日（世界本の日・子ども読書の日）から５月１２日に
なりました。泉崎図書館では、４月２３日（土）１１時から２階和室にておはなし会を
開催しますので、ご参加ください。

・図書館では、《希望の図書》を受付しています。読みたい本がありましたら図書館までお知らせください。
　購入し、貸出いたします。刊行年が古く入手困難な本に関しては相互貸借サービスにて他の図書館から借
　用できますので併せてご利用ください。

TEL&FAX  52 -3044
〒96１-０１０２ 中島村大字滑津字背戸原西1-47

白河装美　白河装美　ハウスクリーニング

お客様の喜び
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月の休日当番医

17

24

29 

１

３

４

５

８

（日）

（日）

（金）

（日）

（火）

（水）

（木）

（日）

関 　 医 　 院	
☎ 23・3003（白河市横町）
みうら小児クリニック	
☎28・1001（白河市石阿弥陀）
わたなべ子どもクリニック	
☎ 21・2166（白河市老久保）
ねもとキッズクリニック	
☎ 21・5623（白河市立石山）
白 河 厚 生 総 合 病 院
☎ 22・2211（白河市豊地）
白 河 厚 生 総 合 病 院
☎ 22・2211（白河市豊地）
白 河 厚 生 総 合 病 院
☎ 22・2211（白河市豊地）
岡 﨑 小 児 科 内 科 医 院
☎ 23・7811（白河市結城）

ら く ら く 医 院
☎54・5333（白河市大信町屋）
吉 田 外 科 医 院
☎ 23・4033（白河市年貢町）
よこむら整形外科クリニック
☎ 21・1455（白河市老久保）
わ た な べ 内 科 医 院
☎ 22・1531（白河市新白河）
会 田 病 院
☎ 42・2121（矢吹町本町）
会 田 病 院
☎ 42・2121（矢吹町本町）
会 田 病 院
☎ 42・2121（矢吹町本町）
お お ほ り ク リ ニ ッ ク
☎ 41・2311（矢吹町八幡町）

吉 田 歯 科 ク リ ニ ッ ク
☎ 51・1661（中島村二子塚）
白河みなみ歯科クリニック
☎ 24・3730（白河市薄葉）
九番町歯科クリニック
☎ 27・3711（白河市九番町）
サンデンタルクリニック
☎ 24・8020（白河市新白河）
赤 沼 歯 科 医 院
☎ 53・2004（泉崎村下宿）
安 部 歯 科 医 院
☎ 23・1123（白河市新蔵）
大 栄 歯 科 ク リ ニ ッ ク
☎ 22・2833（白河市中町）
五 十 嵐 歯 科 医 院
☎ 23・3473（白河市本町）

今 月 の 行 事 【 ４月10 日～５月９日】

小児科 内科・外科 歯科

※急患のための制度です。［診療時間　9時～17時］
※変更等もありますので受診前に確認してください。

休日窓口開庁日（役場・社協）

　貯筋会
●可燃ごみ

　英会話アダルト教室
▲資源ごみ

　なかよしクラブ

●可燃ごみ

休日窓口開庁日（役場・社協）
第13回いずみざき桜ウォーク

休日窓口開庁日（役場・社協）

　貯筋会
●可燃ごみ

休日窓口開庁日（役場・社協）

休日窓口開庁日（役場・社協）

休日窓口開庁日（役場・社協）

休日窓口開庁日（役場・社協）

休日窓口開庁日（役場・社協）

●可燃ごみ■不燃ごみ

休日窓口開庁日（役場・社協）

休日窓口開庁日（役場・社協）

　クック＆クッキング

　英会話アダルト教室
▲資源ごみ

　なかよしクラブ自由参観日

　成人学級開講式
●可燃ごみ■不燃ごみ

休日窓口開庁日（役場・社協）

休日窓口開庁日（役場・社協）
　体育協会長杯ソフトボール大会

　貯筋会　
　１歳６か月児健診
●可燃ごみ

　英会話アダルト教室
▲資源ごみ

休日窓口開庁日（役場・社協）

25

18

14

15

28

22

６

11

４／

５／

公

会場：　幼稚園　　第一小学校　　第二小学校　　中学校　　保育所　　児童館　　保健センター　　公民館　　資料館　　図書館
　　　　トレーニングセンター　　弓道場　　ソフト球場　　さつき球場

幼 一 二 中 育 保児 公 資
さト 弓 ソ

図

（土）

９

２

３

26

27

21

19

20

13

12

４

（月）

（日）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

17

16

10
（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（日）

（月）

（月）

（火）

23

24

（水）

（木）

29
（金）

（土）

（日）

（月）

（金）

5/1

30

４

５

（火）（火）

（水）

（木）

７

８

公

公

保

保

公

公

保

こころん工房の酒粕クッキーが銀賞受賞！

平成27年度授産施設新製品開発コンクール

矢吹町の大木代吉本店の酒粕を使い、
砂糖・バターは使用せず、海水塩と
米油で仕上げました。
お酒やワインのおつまみとしても
おすすめです。

こころん工房の酒粕クッキーが銀賞受賞！

ト

ト

ト

ソ
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下
の
裸
電
球
春
障
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

々

花
桃
に
触
れ
雨
粒
の
ひ
か
り
け
り　
　
　
　
　

和　

子

寒
戻
る
き
の
ふ
の
こ
と
は
も
う
忘
る　
　
　
　
　

々

会
ひ
た
さ
に
濡
れ
て
青
き
を
踏
み
ゆ
け
り　
　

圭　

子

梅
林
の
雨
の
し
づ
か
な
日
な
り
け
り　
　
　
　
　

々

薄
氷
や
不
意
に
立
ち
た
る
泥
煙　
　
　
　
　
　

光　

德

春
の
野
の
や
は
ら
か
な
径
踏
み
し
だ
く　
　
　
　

々

雨
の
日
の
金
縷
梅
の
花
素
顔
見
す　
　
　
　
　

慶　

奈

湧
き
出
で
て
節
分
草
の
誇
る
白　
　
　
　
　
　
　

々

コ
ー
ヒ
ー
付
菜
の
花
添
へ
の
句
会
膳　
　
　
　

戴　

子

鳥
影
の
飛
び
込
む
窓
辺
フ
リ
ー
ジ
ヤ　
　
　
　

ま
つ
え

蕗
の
薹
地
よ
り
出
た
て
の
声
太
し　
　
　
　
　

光　

郎

ば
つ
さ
り
と
未
来
を
切
ら
れ
芽
吹
く
か
な　
　

直　

子

　

鑑
賞
句　

人
寄
せ
の
水
車
に
力
春
の
水　
　
　
　
　

森
田　

君
子

　

人
寄
せ
と
言
っ
て
い
る
の
で
実
際
に
利
用
し
て
い
る
水
車
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
春
に
な
っ
て
小
川
の
水
が
増
え
、
水
車
の
動
き
が
幾
分
速
く

な
っ
た
の
を
「
水
車
に
力
」
と
感
じ
た
の
で
す
。
行
楽
客
も
徐
々
に
多

く
な
り
賑
わ
う
日
々
が
想
像
で
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
嵐
直
子
）

Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H28.5.31

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

４ Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H28.5.31

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H28.5.31

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

お
祝
い

４ ４

基準日

男

女

女

男

世帯数
（戸）村の人口（人）

3,371

3,211

3,371

3,213
6,584 2,075

2,0736,582

３月１日
現在

２月１日
現在

お
子
さ
ま
の
名
前
（
父
・
母
氏
名
）

お
め
で
た

こ
ち
ら　

戸
籍
窓
口

宮
本
い
ち
か
ち
ゃ
ん

　
（
正
男
さ
ん
・
友
美
さ
ん
）

水
戸　

貴
之
さ
ん

　
　
　

美
穂
さ
ん

小
針　

和
馬
さ
ん

　
　
　

美
樹
さ
ん

有
賀　

喜
則
さ
ん

　
　
　

瑞
希
さ
ん

中
畑　

一
守
さ
ん（
43
歳
）

松
山
ミ
イ
子
さ
ん（
70
歳
）

瀧
口
ワ
ク
リ
さ
ん（
87
歳
）

お
悔
や
み

「蕎麦屋のシフォンケーキ」始めました

①看護員  ②介護員  ③調理員  ④生活相談員
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地域で輝くヒトやモノをご紹介

Happy Birthday
は っ ぴ い　 ば あ す で い

今月１歳の誕生日

リレートーク 秋山優佳さん（字十八夜山）

次回は柳河直哉さんに
バトンタッチ！

　皆さん、こんにちは。
　私は泉崎に住み約１５年経ちます。
　結婚をして５年、出産を機に退職
をし、現在は専業主婦をしておりま
す。
　主人と息子２人と娘１人の５人家
族です。
　趣味はお菓子作りで、最近は息子
達も一緒に作っています。
　長男は「ママ大変でしょ？」と心
遣いをしてくれて、率先し家事手伝
いをしてくれる優しくて頼もしいお

兄さん。
　次男は、活発で兄妹一の甘えん坊。
　長女は、昨年生まれ、わが家のア
イドル！とても愛嬌のある子です。
　毎日賑やかで笑顔が絶えず、私の
唯一の癒しで心の支えです！
　３人の母親になれた事が何よりの
幸せです。
　まだまだ未熟ではありますが、共
に成長し「リスペクト」される母に
なりたいです。

No. 発
行
・
編
集
　
泉
崎
村
役
場
総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

T
EL 0248 -53 -2409  FA

X
 0248 -53 -2958

〒
969-0101　

　
福
島
県
西
白
河
郡
泉
崎
村
大
字
泉
崎
字
八
丸
145

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

http://w
w

w
.vill.izum

izaki.fukushim
a.jp/
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平
成

28年
４

月
１

日
発

行（
毎

月
１

日
発

行
）
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　３月１６日（水）泉崎中学校生徒会（代表委員会）が、アルミ缶を集
めて購入した車いす１台を、村社会福祉協議会に贈りました。
　贈呈式では生徒会会長の田﨑大智君（２年）、委員長の中目雄麻君
（２年）と副委員長の本柳理那さん（１年）が「少しでも、困っている
人のためになりたいと言う気持ちで、みんなで協力しながら集めました。
必要とする方にぜひ使ってもらいたいです。」と手渡しました。
　車いすを受け取った村社会福祉協議会の久保木会長は「大変価値のあ
る車いすをいただきました。福祉は小さなことの積み重ねです。卒業し
ても福祉の心を広げてください」と運動をたたえました。
　泉崎中の生徒会はＰＴＡや地域住民の協力を得て、年間を通して環境
美化運動を展開し、アルミ缶回収に取り組み、福祉施設などに車いすを
贈っています。
　今回は昨年６月から地域に協力を呼び掛け、約１０カ月かけて資金を
集めました。

アルミ缶回収し、村社会福祉協議会に車いすを寄贈

大
森
葵あ
お
い叶

く
ん
（
字
十
八
夜
山
）

辺
見
平へ
い
じ慈
く
ん
（
字
四
ツ
屋
前
）


